
136 天文月報　2019年 2月

月報だより

寄贈図書リスト

ぷらべん　88歳の星空案内人河原郁夫，冨岡一成著，
四六判，212ページ，1,400円＋税，旬報社

シリーズ現代の天文学10　太陽 ［第2版］，桜井隆　
小島正宜　小杉健郎　柴田一成編，A5判，376
ページ，2,800円＋税，日本評論社

人 事 公 募

標準書式：なるべく，以下の項目に従ってご投稿くだ
さい．結果は必ずお知らせください．
1. 募集人員（ポスト・人数など），2. （1） 所属部門・
所属講座，（2） 勤務地，3. 専門分野，4. 職務内容・担
当科目，5. （1） 着任時期，（2） 任期，6. 応募資格，7. 
提出書類，8. 応募締切・受付期間，9. （1） 提出先，
（2） 問合せ先，10. 応募上の注意，11. その他（待遇
など）

東京大学大学院理学系研究科附属 
天文学教育研究センター教員

1. 助教1名
2. （1） 大学院理学系研究科附属天文学教育研究セ

ンター
（2）長野県木曽郡木曽町三岳10762‒30

東京大学大学院理学系研究科附属
天文学教育研究センター
木曽観測所

3. 観測天文学
4. 当センターは銀河天文学，電波天文学，恒星物理
学の3部門および木曽観測所で構成され，南米チ
リ・アタカマでTAOおよびASTEのプロジェクト
を展開しています．これらの研究部門・プロジェ
クトと連携をとりつつ，木曽シュミット望遠鏡お
よびその観測装置トモエゴゼンカメラの運用と科
学的成果の創出に貢献し，観測天文学を進められ
る方を求めます．木曽観測所の運用の諸業務も分
担して行っていただきます．また天文学専攻の専
任教員として大学院および学部教育も担当してい
ただきます．

5. （1）2019年4月1日以降のなるべく早い時期
（2）なし（定年65歳）

6. 大学院博士課程修了，またはそれと同等以上の方
7. （1）略歴書（写真貼付）
（2）研究歴（これまでの研究内容の概要）
（3）研究論文リスト
（4）主要論文別刷（3編以内）
（5）着任後の研究計画と抱負
（6）本人について意見を述べられる方3名の氏名

と連絡先（e-mailアドレス）
8. 2019年1月31日（木）必着
9. 提出先・問合せ先

〒181‒0015東京都三鷹市大沢2‒21‒1
東京大学大学院理学系研究科附属
天文学教育研究センター
木曽観測所長 小林尚人
電話： 0422‒34‒5021
ファックス： 0422‒34‒5041
e-mail: naoto@ioa.s.u-tokyo.ac.jp

10. 封筒の表に「人事応募書類」と朱書し，直接持参
するか，簡易書留で郵送してください．

11. 本研究科では，男女共同参画を積極的に推進して
います．詳しくは下記の理学系研究科男女共同参
画基本計画をご覧ください．
https://www.s.u-tokyo.ac.jp/ja/overview/gender/

研 究 助 成

公益財団法人天文学振興財団 
2019年度研究助成等応募

当財団は，天文学の振興に寄与することを目的とし
て，天文学に関連する分野の研究，教育および普及活
動への必要な経費を助成いたします．
 2019年2月1日
� 公益財団法人天文学振興財団　理事長　観山正見

月報だよりの原稿は毎月20日締切，翌月に発行の「天文月報」に掲載い
たします．校正をお願いしておりますので，締切日よりなるべく早めに
お申込みください．
　e-mailで toukou@geppou.asj.or.jp宛にお送りください．折り返し，受
領の連絡をいたします．
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1. 応募種目
［1］ 国際研究支援事業
（1）研究に対する助成
・対象：  天文学に関する研究に従事する若手研

者（申請者は原則35歳以下とする）
・助成：  研究経費（設備備品費，消耗品費，そ

の他）1件当たり100万円以内．
（2）国際交流に対する助成
・対象：  天文学に関する海外での国際交流活動

（1カ月以内）に2019年6月以降参加
する研究者

・助成：  参加に要する往復航空運賃および滞在
費

（3）国際研究集会開催および参加に対する助成
①国際研究集会開催に対する助成
・対象：  2019年7月以降に国内外において

天文学に関する国際研究集会を開催
する研究者グループ

・助成： 1件当たり100万円以内．
②国際研究集会参加に対する助成
・対象：  2019年6月以降に海外で開催され

る天文学に関する国際研究集会に参
加，発表する研究者

・助成：  参加に要する往復航空運賃および滞
在費

［2］ 普及・啓発支援事業
（1）普及・啓発活動に対する助成
・対象：  天文学および関連分野の普及・啓発事

業を行う個人，団体
・助成：  事業経費（設備備品費，消耗品費，そ

の他）1件当たり100万円以内．
（2） 「スター・ウィーク協力イベント」に対する

助成
・対象：  「スター・ウィーク2019」に協力する

団体
・助成：開催経費等

2. 申込期限：
・［1］‒（1）・（2）・（3）-② ,［2］‒（1）は，毎年5月末
日，9月末日，翌年1月末日の計3回
・［1］‒（3）‒①は，第1回が5月末日（対象期間が

2019年7月以降の開催）
第2回が9月末日（対象期間が2019年11月以降
の開催）
第3回が2020年1月末日（対象期間が2020年3
月以降2020年6月末日迄の開催）

・［2］‒（2）は5月下旬

3. 選考結果：選考委員会で審査の上，採択の可否に
ついては，各申込期限の約1カ月後に文書で通知
します．

4. 報告：［1］‒（1）は年度末，それ以外の助成は帰国
後又は開催後1カ月以内に報告書を提出すること．

5. 申請方法： ホームページ上にWordファイルと
PDFファイルが掲載されています．
申請書類は，一つのPDFファイルにまとめて
メールに添付し，締切期限までに以下のアドレス
にお送りください．
shinsei@fpastron.jp
天文学振興財団より受理確認メールを返信いたし
ます．

6. 問合せ先：公益財団法人天文学振興財団　事務室
〒181⊸8588　東京都三鷹市大沢2‒21‒1
国立天文台内
Te1： 0422‒34‒8801
Fax： 0422‒34‒4053
http://www.fpastron.jp/

会 務 案 内

会員の皆様へ

先般送付した会員名簿について，印刷不具合の名簿
が混入している可能性が判明いたしました．
つきましては，会員名簿を今一度ご確認いただき，
万が一不具合があった場合は，修正版を再送いたしま
すので日本天文学会事務所 jimu@asj.or.ip　までご連
絡をお願いいたします．
ご迷惑の段まことに申し訳ございせん．

 日本天文学会　事務長

訃 　 　 報

会員の西田稔氏は2018年12月6日にご逝去さ
れました．満90歳でした．ご冥福をお祈り申し
上げます．
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小宮山裕（委員長），上野悟，江草芙実，岡部信広，奥村真一郎，押野翔一，嘉数次人，滝脇知也，富田賢吾，中村航，
西塚直人，萩原喜昭，福井暁彦，松田有一，諸隈智貴，山田真也
平成31年1月20日 発行人　〒181‒8588 東京都三鷹市大沢2‒21‒1　国立天文台内 公益社団法人　日本天文学会
印刷発行 印刷所　〒162‒0801 新宿区山吹町332‒6 株 式 会 社　国際文献社
定価720円 （本体667円） 発行所　〒181‒8588 東京都三鷹市大沢2‒21‒1　国立天文台内 公益社団法人　日本天文学会
Tel: 0422‒31‒1359（事務所）／0422‒31‒5488（月報）　Fax: 0422‒31‒5487　振替口座00160‒1‒13595
日本天文学会のウェブサイト http://www.asj.or.jp/　月報編集e-mail: toukou@geppou.asj.or.jp
会費には天文月報購読料が含まれます．
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※パスワードが変わりました！※
天文月報オンライン/投稿用アップローダーの IDとパスワード
ID: asj 2005
パスワード：雑誌コード（5桁の数字と）vol112（6文字）の計11文字を入力してください．「雑誌コード」と
は印刷版の月報の裏表紙の右下に書かれている「雑誌○○○○○̶▲」の○○○○○の部分です．○○○○○
は各号共通の数字です．


